
■1914 第一次世界大戦に参戦 ■1964 東京オリンピック開催 ■1980 公定歩合引き上げ（戦後最高値）
■2022 ロシア・ウクライナ情勢の緊迫化

■2024  ・日銀がYCCを撤廃、
  マイナス金利政策解除
 ・日経平均株価が4万円を突破
  34年ぶりに最高値更新 ■1997  アジア通貨危機

■1993 EUが発足
■1995 阪神・淡路大震災

■1990 ・バブル経済崩壊
 ・湾岸戦争

■1999 欧州でユーロが誕生

■2003 イラク戦争
■2001 同時多発テロ発生（アメリカ合衆国）

■2007 サブプライム住宅ローン危機
■2008 リーマンショック

■2011 東日本大震災
■2016 日銀、マイナス金利政策導入

■2019- 新型コロナウイルスが世界中で拡大
■1985 プラザ合意

■1987 NY市場 株価大暴落
 （ブラックマンデー）

■1988 瀬戸大橋が開通
■1989 日経平均株価が
 最高値を記録（38,915円）

■1973 第一次石油危機
■1979 第二次石油危機

■1920 株価大暴落
■1923 関東大震災

■1945 広島・長崎に原爆投下

社会のできごと

●2020年3月
「健康経営優良法人2020
（大規模法人部門）」に初選定
（以降、現在まで5年連続）

●2019年3月
「健康経営優良法人2019
（大規模法人部門）～ホワイト500～」に初選定（以降、現在まで6年連続）

●2020年1月
「あいぎんグループSDGs宣言」を制定

●2010年9月
創業100周年

●2022年10月
・あいちフィナンシャルグループ設立 
・第1次中期経営計画スタート 
・サステナビリティ方針制定 
・TCFD提言への賛同表明 

●2019年10月
中京銀行SDGs宣言

●1944年5月
愛知合同無尽株式会社設立
（愛知無尽㈱、勧業無尽㈱、東海無尽㈱の3社合併）

●1942年2月
愛知無尽株式会社を設立
（名古屋無尽と愛知無尽の2社合併）

●1951年10月
相互銀行法の施行により
株式会社太道相互銀行に
商号変更

●1943年2月
八紘無尽と紀勢無尽が合併し、
八紘無尽株式会社を設立

●1970年2月
名古屋証券取引所市場
第一部に上場

●1989年11月
東京証券取引所市場第一部に上場

●1989年7月
世界デザイン博覧会へ愛知銀行・中京銀行が
共同出展“ときめきCITY館”

●1989年2月
普通銀行へ転換、中京銀行誕生

●1961年10月
名古屋証券取引所市場第二部に上場

●2021年12月
経営統合に関する基本合意書締結

●1969年5月
名古屋信用金庫と合併、
株式会社中京相互銀行に商号変更

●1969年11月
本店を現在地に新築移転

●1954年9月
現在地へ本店移転

●1945年12月
本店を三重県名張市に移転

●1951年10月
株式会社中央相互銀行に商号変更
（相互銀行法施行による）

●1960年9月
創業50周年

●1964年2月
名古屋証券取引所市場第一部に上場

●1992年8月
東京証券取引所市場第一部に上場

●1989年2月
普通銀行に転換、愛知銀行誕生

●2023年7月
DX推進計画の策定 

●2023年11月
人権方針策定 
マテリアリティ特定 

●2024年4月
・グループ戦略部を新設 
・AASTグループ子会社化 

●2024年5･6月
・TNFDフォーラムへの参画
 ・あいちFGマーケティング

設立の基本合意書締結

●1918年6月
大口町にて愛知無尽を設立

●1910年9月
名古屋市にて
日本貯蓄興業株式会社

（後の名古屋無尽）を設立 

名古屋市にて
日本貯蓄興業株式会社

（後の名古屋無尽）を設立 

名古屋市にて
日本貯蓄興業株式会社

（後の名古屋無尽）を設立 

●2022年8月
自己株公開買付により三菱UFJ銀行が
保有する当行株式のすべてを取得

●2013年2月
創業70周年

金融サービスを通じて、
地域社会の繁栄に貢献

愛知県No.1の
地域金融グループへ

1910

1940
1950

1960

1970

1980
1990

2010

2020
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　愛知県は製造品出荷額が1977年以降45
年連続で全国1位を維持し続けていることや、
工業の事業所数も全国1位など、工業が盛ん
であり「ものづくり県」と言われています。
　製造業に限らず、多様な自然環境や大消費
地と産地が近いという地理的条件を活かし、
農業算出額が全国8位の農業県でもあります。

　愛知県は総人口747万人と全国4位に位置し、中部経済圏の中核となる県です。また、人口増減率、労働力人
口、出生数などの人口動態に関しても全国と比較し上位に位置しています。

『ものづくり』を中心とした多様な産業構造

全国トップクラスの人口・人口動態

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000 450,000 500,000

愛知県
大阪府

神奈川県
静岡県
兵庫県
埼玉県
茨城県
千葉県
三重県
広島県

（単位：億円）
製造品出荷額等（従業者4人以上の事務所）の全国上位10位との比較

（出典：総務省・経済産業省　令和3年経済センサスより当社グループで加工したもの）

県 内 総 生 産 40兆5,860億円 全国3位 （2021年度）

製造品出荷額等 47兆8,946億円 全国1位 （2021年）

年間商品販売額 39兆4,199億円 全国3位 （2020年）

農 業 産 出 額 3,114億円 全国8位 （2022年）

愛 知 県
（全国の都道府県を比較対象とした偏差値）

出生数

総人口

就業者数

転入超過率

人口増減率

労働力人口

0

25

50

75

項 目 名
愛 知 県

データ 順　位

総人口（総数）【人】 7,477,000 4位／47

人口増減率【%】 -0.29 9位／47

労働力人口（国勢調査）【人】 3,728,752 4位／47

就業者数（国勢調査）【人】 3,605,438 4位／47

転入超過率【%】 -0.11 20位／47

出生数【人】 48,402 4位／47

（出典：統計ダッシュボード（https://dashboard.e-stat.go.jp/）のデータを加工して作成）
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 あいちFGの事業基盤
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　愛知県は道路、港湾、空港、鉄道の各インフラ網が整備され、陸海空の交通・物流拠点となっています。道
路では、東名・新東名・名神・中央道・東海北陸道などの優れた高速道路のネットワークを形成し、港湾では国
際拠点港湾である名古屋港を中心に国内外を結ぶ流通基地としての役割を果たしています。また、空港では、中
部国際空港（セントレア）と県営名古屋空港があり、ビジネスや観光ニーズに対応しています。そして、鉄道では、
リニア中央新幹線が東京ー名古屋間を最短40分で結ぶ計画が進⾏しており、この計画実現により、愛知県を中心
とする当地域の⼀層の活性化が期待されています。

　愛知県では、愛・地球博記念公園（モリコロパーク）内に2022年開業した「ジブリパーク」の新エリアオープン
や、史跡の確実な承継と⼀層の魅力向上を⽬的とした「特別史跡名古屋城跡保存活用計画」などといった観光分
野の活性化に力を入れています。また、２０２５年夏の愛知県新体育館（愛知国際アリーナ）開業や、2026年に
予定されている「アジア競技大会・アジアパラ競技大会」の開催を通じ、当地域の存在感を示すとともにスポーツ
の振興にも力を入れるなど、地域の活性化につながる取組みが注⽬されています。

恵まれた交通インフラ網

今後注目される愛知のトピックス

名古屋駅

東海道新幹線

太平洋

品川駅

岐阜県駅（仮称）

岐阜 長野

静岡

神奈川

東京

愛知

長野県駅（仮称）
山梨県駅（仮称）

神奈川県駅（仮称）

リニア中央新幹線のルートと駅所在地リニア中央新幹線のルートと駅所在地

小矢部砺波JCT

更科JCT

米原JCT

一宮JCT

新四日市
JCT 四日市

JCT

小牧JCT

岡谷JCT

上越JCT
長岡JCT

新潟中央JCT

藤岡JCT

御殿場JCT 海老名南JCT

伊勢原JCT

豊田東JCT

練馬IC
高井戸IC

東京IC

長野道

北陸道

名神

中央道
東海北陸道

伊勢湾岸道

東海
環状道 新東名

東名

上信越道

関越道

磐越道

長野道

北陸道

名神

中央道
東海北陸道

伊勢湾岸道

東海
環状道 新東名

東名

上信越道

関越道

磐越道
東海・甲信越・北陸　道路マップ
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　2行合算の貸出金末残は、積極的な地元中小企業への資金繰り支援や住宅ローンを中心に前年比1,360億円
増加の4兆7,112億円となり、また2行合算の預貸金合計残高は10兆5,470億円となりました。
　経営統合により、貸出金残高は愛知県の地域金融グループで最大となり、愛知、岐阜、三重の東海三県の地
域金融グループでもトップクラスの水準となっています。

　当社グループの主なマーケットである愛知県の拠点網につきましては、経営統合により両行の拠点が合算された
ことで営業基盤が大幅に拡充されています。
　愛知県は強固な産業基盤を有し、将来的な人口減少を踏まえても、成長ポテンシャルは相応にある極めて恵ま
れた地域となっており、地域の成長とお客さまのニーズにお応えすることで、地域やお客さまから選ばれる地域金
融グループとして持続可能な経営を成し遂げていきたいと考えています。

1．貸出⾦残高の推移

2．愛知銀行＋中京銀行のネットワーク

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2020年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月 2024年3月

36,46034,39034,338

40,710
43,156

45,752

10,074 11,005 12,095

28,018

32,884

13,353

37,566

14,381

47,112億円
+1,360億円（億円）

■ 中小企業等貸出　　■ 消費者ローン　　■ 貸出金全体

：愛知銀行 ：中京銀行

尾張地区

海部地区

知多地区

西三河地区 東三河地区

静岡県

三重県

岐阜県

名古屋市

愛知銀行　93拠点
中京銀行　61拠点

154拠点
※両行の拠点数は2024年3月末時点です。　
※�店舗内店舗、インターネット支店等の
仮想店舗は含まず。地図使用承認eマップル第6-025号

貸出⾦推移
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 あいちFGの強み
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　愛知県企業がメインバンクとして認識している金融機関の比率は、愛知銀行・中京銀行合算で12.37％と、当
地区の地銀、第二地銀、信用金庫の中でトップシェアとなっています。

　コンサルティング・ソリュー
ション型ビジネスの強化に向
け、専門分野における営業支
援スタッフを本部に配置し、営
業店支援体制の強化を図って
います。

　当社グループのめざすべき人財像を「戦略人財」として定義し、第1次中期経営計画では、「戦略人財創出数
450人」をKPIに掲げ取り組んでいます。2024年3月末の創出数は410人であり、KPIに対する進捗率は91.1％
となっています。引き続き合併までのシナジー効果を最大化するため、更なる戦略人財の創出に向けた以下の育
成プログラムを展開しています。

3．メイン先数の推移

4．人財力

2021年度（順位）2022年度（順位）2023年度（順位）

あいちフィナンシャルグループ 12.31％（1位） 12.36％（1位） 12.37％（1位）

愛知銀行   8.08％（2位）   8.12％（2位）   8.16％（2位）

中京銀行   4.23％（6位）   4.24％（6位）   4.21％（6位）
※順位は地銀、第二地銀、信用金庫の内

地方銀行・
信用金庫の中で
メインバンク

シェア率がNo.1
（㈱帝国データバンク調べ）

集計／
RＭ認定

【戦略人財の創出に向けた育成プログラム】

営業店プロフェッショナル
RM（ＲＭ）

本部ソリューション
エキスパート（ＳＥ）

戦略リスキリング人財
（ＲＳ） ●常時実施 …  「リスキリング学習メニュー」を活用した自己啓発

●常時実施 … 社内研修（TVMS、e ラーニング等）、外部講座（DX、AI、RPA 等）、自己啓発講座

●常時実施 … マルチスキル化に向けた業務研修（融資、住宅ローン、預かり資産）、自己啓発講座

●常時実施 … ソリューションスキル習得に向けた業務研修、自己啓発講座

●各種難関資格取得（中小企業診断士、税理士、公認会計士、社会保険労務士、ＦＰ１級等）

●常時実施 … 業務ごとの OJT を中心とした育成、外部研修、トレーニー派遣等

第3回プロフェッショナルRM
候補者向けプログラム
【上級】57名（ワークショップ形式）
【中級】81名（座学形式）

営業コミュニケーション研修、財務分析・案件組成・提案等の研修、短期トレーニー（ＬＡ、リース、渉外業務等）

研修（外部出向、外部講習受講等）の修了により都度認定

スキル
チェック

スキル
チェック

スキル
チェック

スキル
チェック 集計 認定指名研修

指名研修 集計認定

集計

指名研修 認定

2024年度
上期 下期区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

DXベース人財

マルチスキル人財

プロフェッショナル
ベース人財

新営業戦力人財

新領域人財

高度スキル人財

愛知銀行

中京銀行

両行合計

ソリューション営業 G
24 名

ソリューションチーム
16 名

40 名

事業承継・M＆A G
12 名

12 名

プライベートバンキング G
事業保険チーム

7 名

7 名

海外ビジネス推進 G
8 名

外為支援チーム
2 名

10 名

プライベートバンキング G
プライベートバンキングチーム

7 名

ウェルスマネジメントチーム
11 名

18 名

法人向け 個人向け
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社会資本
●最適な店舗網（店舗数）
●人口減少は緩やかで
自動車産業を中心とした
産業クラスターが
形成されている
肥沃なマーケット

知的資本
●愛知銀行110年超･
中京銀行80年超の歴史

●お客さまニーズ･
情報の蓄積

●多様化するお客さまの
ニーズに対応できる
関連会社ネットワーク

人的資本
●多様な人財
●ES経営･
健康経営の実践

財務資本
●JCR格付【A】
●質の高い自己資本
●健全な貸出資産

法人関連
●コンサルティング
ソリューション

●資金支援
●デジタル化･DX化支援

個人関連
●DXを活用した利便性
の高いサービス

●資産形成、お客さま
本位の業務運営

株主･投資家
●株主還元の充実
●積極的な開示･対話･
エンゲージメント

従業員
●リスキリング
●ES･健康経営
●D&I、
ワークライフ
バランス

地域
●カーボンニュートラル
実現

●産学官金連携
●トランジション･
ファイナンス

持続可能な
収益構造への転換

地域社会の
生産性向上

多様性のある
人財の活躍支援

グループ機能の
有効活用

コンサルティング･ソリューション型
ビジネスモデルの強化

地方創生･
地域経済の
活性化

地域社会の
サステナブルな

発展

多様な人財の
活躍拡大

環境保全と
気候変動対策

事業承継問題

デジタル化の進展

金利のある
世界への転換

カーボン
ニュートラル

EV化進展など
自動車産業の
大変革

ダイバーシティ＆
インクルージョン
への対応

外部環境 INPUT 事業活動 OUTPUT OUTCOME

地球温暖化が
もたらす気象災害
の激甚化・頻発化

PURPOSE
存在意義、
進むべき指針

金融サービスを通じて、
地域社会の繁栄に
貢献します

MISSION
達成すべき
具体的な目標

愛知県No.1の地域金融
グループを目指します

VALUE
共通の価値観

マテリアリティマテリアリティ

①堅実経営に徹し、ゆるぎない
経営基盤を確立します

②地域社会から信頼される
金融グループを目指します

③すべてのお客さまのお役に立てる
金融サービスを提供します

④ES経営･健康経営の実践により、
すべての役職員の幸せを実現します

⑤持続的に成長し、企業価値を
向上させることで、
魅力ある企業であり続けます

第１次中期経営計画　　　テーマ：Speed, Fusion & Chemistry

地域社会
繁栄への貢献

金融サービスの
高度化

環境保全
対応

従業員エンゲージ向上と
多様な人財の活躍推進

ガバナンスの
強化

コーポレートガバナンス
コンプライアンス
リスク管理

コーポレートガバナンス
コンプライアンス
リスク管理
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財務ハイライト

親会社株主に帰属する
当期純利益

82億円
ROE

2.37%
自己資本比率

8.94%
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194
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配当の状況

◆2024年3月期
　第2四半期　50円　 期末　50円

合計 100円（連結配当性向59.0％）

◆2025年3月期（予想）
　第2四半期　50円　 期末　50円
 合計 100円

あいちFG連結業績
（単位：億円）

2023
年度

2023年度計画

計画比 達成率

経常収益 886 － － －

経常利益 125 80 ＋45 156.2%

親会社株主に帰属する当期純利益 82 56 ＋26 146.4％
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 財務・非財務ハイライト
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非財務ハイライト

GHG排出量削減率

58.8%
(2013年度対比)
(2行合算)

事業承継･M&A相談実績

594件
(2023年度実績)
(2行合算)

女性管理職比率

9.7%
(2023年度実績)
(2行合算)

男性育休取得率

94.1%
(2023年度実績)
(2行合算)

格付

【JCR】

あいちFG：A
愛知銀行：A
中京銀行：A

サステナブルに関連する投融資

2,150億円
(2023年度実績)
(2行合算)

有料ビジネスマッチング成約実績

2,486件
(2023年度実績)
(2行合算)

SDGs私募債実績

637件
(前年比+132件)

402億円
(前年比+83億5,000万円)

(2行合算)

独立社外取締役比率

33%
(取締役15名のうち
社外取締役5名)
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